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最近の英語史概説書を振り返る1 

 
三 浦 あ ゆ み 

 
 
 本稿の目的は、2005 年以降現在までに出版された、英語もしくは

日本語による英語史の概説書を振り返り、国内外における最近の英

語史執筆の特徴を把握することにある。 
 
1. 新版・再版の刊行 

Algeo, John and Thomas Pyles. 2005. The Origins and Development of 
the English Language. 5th ed. Boston: Thomson Wadsworth. xii + 370 
pp. 

 初版 (1964) 以来の構成を保ちつつも、全体的に改訂が行われて

いる。内容的に特に注目されるのは、外面史により重点が置かれて

いる点で、それは古英語・中英語・初期近代英語・後期近代英語の

各時代区分を取り上げた章の冒頭に、その時代の英語の発展に影響

を与えた歴史上の出来事が年表形式で挙げられていることからも

見て取れる。 

 

Culpeper, Jonathan. 2005. History of English. 2nd ed. London: 
Routledge. x + 134 pp. 
                                                  
1 本稿は 2007 年 9 月 16 日に東京大学駒場キャンパスで開催された研究発

表会で行った口頭発表「HEL Publications for the Past Two Years and Beyond」
の原稿を書き改めたものである。 
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 初版 (1997) にあった Punctuation の章が削られているが、各章の

記述が詳しくなっている分、全体が 30 ページ増えている。改訂後

の最も注目すべき点はAppendixに Internet resourcesが加わったこと

である。辞書やテクスト、発音、文法などを扱った計 46 のウェブ

サイトが紹介されている。 
 

Smith, Jeremy J. 2005. Essentials of Early English: An Introduction to 
Old, Middle and Early Modern English. 2nd ed. London/New York: 
Routledge. xiv + 248 pp. 

 中英語と初期近代英語の sample text の数が増えたことと文献情

報が更新されたこと、および第 1 章で歴史言語学における研究方法

のセクションが新たに追加されたことを除けば、初版 (1999) と比

べて目立った改訂は行われていない。今回新たに専用のウェブサイ

トが開設された。2 
 
中島文雄. 2005. 『英語発達史 改訂版』（復刻版）東京: 岩波書店. 
xii + 258 pp. 

 復刻版であるため中身は 1979 年に出版された改訂版と全く同じ

である。 
 
Freeborn, Dennis. 2006. From Old English to Standard English: A 
Course Book in Language Variation across Time. 3rd ed. Basingstoke: 
Palgrave Macmillan. xxiii + 446 pp. 

 初版 (1992) 以来の本書の最も魅力的な特徴は実際のテクストや

ファクシミリを豊富に掲載していることだが、第 3 版では写本の書

体をより正確に表すために新しいフォントが導入され、書体の歴史

的発達を辿ったセクションおよびファクシミリの画像が追加され

るなど、本書ならではの特徴をさらに発展させる改訂が行われてい

る。第 2 版 (1998) との最も顕著な違いは、これまでは著者に郵便

                                                  
2 http://www.arts.gla.ac.uk/sesll/EngLang/ugrad/essentials/Essentials05/index. 
html 
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か E メールで直接連絡を取らなければ入手できなかった Text Com- 
mentary Book と Word Book、および本体に収録されている作品の抜

粋を朗読したカセットの音源に、companion website において無料で

全てアクセスできるようになった点である。3 
 
2. 研究者・院生向けの専門書 

Nielsen, Hans Frede. 2005. From Dialect to Standard: English in 
England 1154-1776. Vol. II of A Journey through the History of the 
English Language in England and America. Odense: UP of Southern 
Denmark. xix + 300 pp. 

 本書は同著者による The Continental Backgrounds of English and its 
Insular Development until 1154 (1998) の続刊である。第 1 巻は印欧祖

語・ゲルマン祖語から始まって 1154 年のプランタジネット朝の成

立までの英語の発達史を取り上げたが、今回の第 2 巻では以後 1776
年までの約 600 年間の英語の変化を扱っている。第 1 巻同様内面史

の解説が中心で、中英語と初期近代英語の音韻・形態・統語・語彙・

方言変種に関する説明が大半を占めているが、学部の中上級レベル

を対象としていることもあり、記述は比較的細かくも明快である。

本シリーズは第 3 巻の The Development of American and British 
English from 1776 to the Present Dayをもって完結予定となっている。 
 
Denison, David and Richard Hogg, eds. 2006. A History of the English 
Language. Cambridge: Cambridge UP. xiii + 495 pp. 

 編者 2 人による概論の後、音韻論・形態論、統語論、語彙論、標

準化、人名・地名論、イギリス英語、アメリカ英語、世界英語の順

で、世界的に名立たる研究者が各章の執筆を担当している。一部の

執筆者は同じく CUP から刊行された The Cambridge History of the 
English Language (1992-2001) の執筆者でもあるが、CHEL が専門家

と非専門家の両方を対象としているのに対し、本書は主に学部の上

                                                  
3 http://www.palgrave.com/language/freeborn/ 
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級生向けに書かれているため、CHEL よりも読みやすい仕上がりと

なっている。また、近現代の英語と標準・非標準の変種、いわゆる

“Englishes” に焦点が置かれているのも CHEL との違いである。本

書は 2008 年にペーパーバック版の刊行が予定されている。 
 
Mugglestone, Lynda, ed. 2006. The Oxford History of English. 
Oxford: Oxford UP. xi + 485 pp. 

 前掲の Denison & Hogg と同様世界的に著名な研究者たちを執筆

陣に招いているが、Denison & Hogg の構成が分野別であるのに対し、

本書は時代別の構成になっており、先史時代に始まって古英語、中

英語、初期近代英語、チューダー朝期、19 世紀、20 世紀を経て 21
世紀で終わっている。全 14 章のうち半分を近・現代英語に費やす

という重点の置き方は Denison & Hogg と共通しているが、近代英

語以降の研究の重要性が強調されている最近の学界の傾向を反映

しての結果であろう。 
 
Ringe, Donald A., ed. 2006. From Proto-Indo-European to Proto- 
Germanic. Vol. I of A Linguistic History of English. Oxford: Oxford 
UP. vi + 355 pp. 

 本書は OUP 版英語史体系の第 1 巻で、印欧祖語およびゲルマン

祖語における音韻・形態・統語・語彙と前者から後者への歴史的発

達について、研究者の間で一般的に受け入れられている内容に基づ

き、4 章に分けて解説がなされている。国内外を問わず英語史の概

説書は先史時代の英語について詳細な記述が行われない傾向にあ

るため、それにシリーズの 1 冊を費やした本書は貴重な存在だと言

える。4 第 2 巻はゲルマン祖語から古英語への発達を辿る予定との

ことである。 
 
                                                  
4 本書と同じく 2006 年に、OUP から印欧祖語の入門書 (J. P. Mallory and D. 
Q. Adams, The Oxford Introduction to Proto-Indo-European and the Proto-Indo- 
European World) が刊行されている。 
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van Kemnade, Ans and Bettelou Los, eds. 2006. The Handbook of the 
History of English. Malden: Blackwell. xvi + 655 pp. 

 世界的に著名な 28 人の研究者による 23 篇の論考からなる、最近

の発展に基づいた英語史の理論的研究の成果集である。いずれの論

考も、最適性理論、類型論、韻律、形態論、統語論、意味論、語用

論、方言学、社会言語学などとの関連から、handbook の枠組みを超

えたレベルで伝統的な問題に対して新たな洞察をもたらしている。 
 
Smith, Jeremy J. 2007. Sound Change and the History of English. 
Oxford: Oxford UP. xvi + 196 pp. 

 本書はいわゆる概説書ではないが、英語の前史から初期近代英語

期に至るまでの音変化に焦点を置いた英語の通史となっている。専

門用語の使用を最小限にとどめ、古英語での breaking、古英語から

中英語への移行期における母音の長短の変化、大母音推移を中心的

に取り上げ、それらがなぜ発生したのかに最も重きを置き、変化の

起源を分かりやすい文体で論じている。 
 
3. 初学者向けの教科書 

Singh, Ishtla. 2005. The History of English: A Student’s Guide. 
London: Hodder Arnold. xii + 226 pp. 

 第 1 章で現代英語における発音・語彙・意味・形態・統語の変化

を述べた後、英語の前史、古英語、中英語、初期近代英語、1700
年以降の現代英語についてそれぞれ 1 章を割き、各時代の言語体系

の記述に重点が置かれている。学生向けの伝統的な概説書の枠やレ

ベルを超えた記述内容も見られるが、これは本書がオーソドックス

な捉え方やアプローチに見直しの余地がある領域を考察すること

を狙いとしているためである (p. 2)。 
 
橋本功. 2005. 『英語史入門』東京: 慶應義塾大学出版会. 228 pp. 

 最初の 2 章で英語のルーツと国家形成史を述べた後、内面史の記
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述に移っている。内面史の章は方言、文字と音声、語形、統語法な

ど、項目ごとに古英語からの歴史的変化を図表や画像を豊富に盛り

込んで解説している。類書にない特色として、「英語のアルファベ

ットと書体」「聖書の英語」の章が設けられている。特に後者は著

者の専門領域であり、本書を著者ならではの英語史入門に仕上げて

いる。 
 
Brinton, Laurel J. and Leslie K. Arnovick. 2006. The English 
Language: A Linguistic History. Oxford: Oxford UP. xx + 522 pp. 

 通常の英語史の教科書と比べるとかなりの大著である本書は、最

初の 3 章で英語史を学ぶことの意義、言語と言語変化の定義、英語

の音と文字表記、言語変化の動機・メカニズムなどを述べた後、第

4 章以降 9 章に分けて、印欧語から古英語、中英語、近代英語、現

代英語に至るまでの英語の歴史的発達を音声・形態・統語・綴り・

意味・語彙にそれぞれ焦点を置いて詳述している。情報量が非常に

多いがよく整理され、前提知識のない初学者にも分かりやすい記

述・構成となっている。各章には複数の練習問題を設け、関連する

ウェブサイトや文献のリストを豊富に設けるなど、教育的配慮に富

んだ 1 冊である。companion website も開設されている。5 
 
van Gelderen, Elly. 2006. A History of the English Language. 
Amsterdam: John Benjamins. xviii + 334 pp. 

 synthetic から analytic への変化を主題としている本書は、第 1 章

で英語の定義、第 2 章で現代英語の綴り・音声・文法用語の解説を

行った後、古英語以前、古英語、古英語から中英語への推移、中英

語、初期近代英語、現代英語の各時代区分にそれぞれ 1 章を与えて

言語分析を行い、世界英語の章、結論の章で終わっている。言語の

起源に関するセクションを設け、例文やテクスト、写本や刊本のフ

ァクシミリを豊富に掲載し、インターネットリソースを本文や各章

                                                  
5 http://www.oup.com/ca/he/companion/brintonarnovick/ 
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付属の練習問題に組み込むなど、類書とのさまざまな差別化が試み

られている。6 companion site も開設されている。7 
 
島村宣男. 2006. 『新しい英語史――シェイクスピアからの眺め―
―』横浜: 関東学院大学出版会. 199 pp. 

 本書は著者の専門である初期近代英語をスタート地点として、中

英語・古英語・ゲルマン祖語および印欧語へと遡るという、Barbara 
Strang, A History of English (Methuen, 1970) によって取られた叙述方

法を採用している。入門書としては文化史的な背景の説明が詳しく、

写真が豊富で文章も読みやすい。エピローグとして著者の語学遍歴

の章が設けられているなど、典型的な英語史入門書とは毛色が異な

り、著者の「顔」が見える 1 冊となっている。 
 
ヤツェク・フィシャク／小林正成・下内充・中本明子(訳). 2006. 『英
語史概説 第 1 巻 外面史』東京: 青山社. xii + 246 pp. 

 本書はポーランドの英語・英文学を専攻する学生のために書かれ

た Jacek Fisiak, An Outline History of English (3rd ed., 2000) の Vol. 1: 
External History の日本語訳である。内面史については第 2 巻で詳述

される予定だが、現時点で出版の予定は明らかになっていない。 
 
家入葉子. 2007. 『ベーシック英語史』東京: ひつじ書房. viii + 124 
pp. 

 英語の起源を扱った第1章と現代英語における変化を述べた最終

章との間に、語彙・綴り・発音・各品詞・文法事項など、英語史の

基礎知識として欠かすことのできない個別の項目の歴史的発達を

取り上げた章が配置されており、限られたスペースの中で簡潔な説

明がなされている。常に現代英語の体系に視点を置いているため、

本書が対象としている入門者にとって読み進めやすい記述に仕上

                                                  
6 著者は学部・大学院で 10 年以上英語史を教えた中で、完全に満足のいく

教科書がなかったことを本書の執筆の動機に挙げている (p. ix)。 
7 http://www.historyofenglish.net/ 
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がっている。 
 
大槻博・大槻きょう子. 2007. 『英語史概説』大阪: 燃焼社. xi + 223 
pp. 

「インド・ヨーロッパ言語族」「英語史概略」「語彙の増加」「文字

と綴り字法」「発音の変化」「形態」「統語」についてそれぞれ 1 章

を費やしている。各章の記述は非常に細かく密度が濃い反面、項目

が必ずしも整理されずに立て続けに提示されるため、初学者は読み

進めるのに大変な労力を伴うと思われる。巻末に索引がないのも読

者にとって大きな障害であろう。単純な誤植が非常に多く、全く同

じ記述の重複も散見される。改訂版の刊行が望まれる。 
 
吉見昭徳. 2007. 「英語史便覧――古英語・中英語編――」『明治学
院大学英米文学・英語学論叢』119: 1-69. 

 本便覧は印欧語、ゲルマン祖語、グリムの法則について解説した、

同著者の「英語史前奏曲、あるいは夜明け前―（覚え書き）―」『明

治学院論叢』707 (2004): 93-131 の続編として書き下ろされたもので、

英語史の時代区分に始まり、古英語の文法を詳述した後、古英語と

中英語の相違、中英語における方言差、Sir Gawain and the Green 
Knight と Chaucer の英語の特徴、大母音推移などについて簡潔に述

べ、古英語と中英語の原文の抜粋で終わっており、内容的に初学者

向けの英語史概説書の古英語・中英語部分に概ね相当する。8 近日

中に補遺が刊行される予定である。 
 
4. 一般読者向けの読み物 

Burridge, Kate. 2005. Weeds in the Garden of Words: Further 
Observations on the Tangled History of the English Language. 
Cambridge: Cambridge UP. ix + 196 pp. 

                                                  
8 英語史概説の執筆の媒体として大学の紀要を用いた前例は、佐藤正平「英

語史考」『学苑』227 (1959): 15-41 がある。 
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 本書は同じ著者の Blooming English: Observations on the Roots, 
Cultivation and Hybrids of the English Language (CUP, 2004) のいわば

続編にあたる。タイトル中の weeds は、現在正当だと考えられてい

ない英語の発音・文法・綴り・意味・表現などを指している。Burridge
は何が weeds であるか否かは時代や場所によって異なるもので、現

在では正当だと考えられているものがかつてはそうでなかったこ

とや、その逆の事例を豊富に取り上げ、現在批判を受けている用法

も将来的には標準英語の仲間入りをする可能性が十分にあること

を主張しており、言語変化の面白さを深く味わえる 1 冊となってい

る。 
 
Harper, M. J. 2006. The History of Britain Revealed: The Shocking 
Truth about the English Language. Cambridge: Icon Books. 199 pp. 

 広く受け入れられている学説を疑い、根底から覆すことを目的と

する本書は、英語史について書かれた本としては非常に異色である。

ロンドン在住の applied epistemologist であるという著者が展開して

いる主張には、「OED 掲載の項目の大半は間違っている」「英語は

Anglo-Saxon の言語に由来しない」「中英語とは学者の思い込みによ

って作られた、完全に想像上の言語である」などがある。専門家か

らは大いに反論の余地があるだろうが、文献による裏づけが一切行

われていない以上、本書は専門的な観点とは切り離して考えて、娯

楽性の高い読み物として捉えるべきだろう。 
 
Schmitt, Norbert and Richard Marsden. 2006. Why Is English Like 
That?: Historical Answers to Hard ELT Questions. (Michigan Teacher 
Training). Ann Arbor: U of Michigan P. x + 246 pp. 

 本書は英語教師を対象に執筆されたもので、「なぜ night には発音

しない文字が含まれているのか」「man の複数形はなぜ mans ではな

く men なのか」など、的確な答えを出すには英語史の知識が必要と

なる現代英語の諸現象について分かりやすく記述されている。同趣

旨のものに国内では岸田隆之・早坂信・奥村直史『歴史から読み解



 

 

34 

く英語の謎』（教育出版 2002）と遠藤幸子『英語史で答える英語の

不思議』（南雲堂フェニックス 1992）が既にあるが、いずれも娯楽・

教養のための短い読み物であるのに対し、本書は 8 章からなるより

包括的な構成で、現代社会での英語の重要性に関する章から始まり、

英語の誕生から現代英語までの英語の通史を述べた後、文法・語

彙・発音・綴りについてそれぞれ 1 章を費やして歴史的変遷を辿っ

ており、最後は英語の変種と英語の未来に関する 2 章で終わってい

る。各章には Classroom Activity が含まれており、教科書としても使

用できる構成になっている。 
 
Svartvik, Jan and Geoffrey Leech. 2006. English: One Tongue, Many 
Voices. Basingstoke: Palgrave Macmillan. xvi + 287 pp. 

 英語学界の重鎮 2 人による本書は、Svartvik の Engelska: öspråk, 
världsspråk, trendspråk (Norstedts Ordbok, 1999) の英訳改訂版である。

英語をその誕生から 18 世紀末までの歴史的発達について概観する

第 1 部、英語の国際的な広がりを描いた第 2 部、現在進行中の英語

の変化と世界語としての英語の今後の展望を述べた第 3 部の 3 部構

成となっている。英語史に関する第 1 部は外面史の記述が大半を占

め、内面史は語彙が中心で、形態・統語・発音への言及は僅かであ

り、典型的な英語史概説書と比べると詳細さの点で物足りないが、

本書の記述の対象範囲が典型的な英語史概説書よりも広いため当

然の結果と言えよう。 
 
Graddol, David, Dick Leith, Joan Swann, Martin Rhys and Julia 
Gillen, eds. 2007. Changing English. Abingdon: Routledge; Milton 
Keynes: Open University. iii + 291 pp. 

 本書は編者のうち 3 名が手がけた English: History, Diversity and 
Change (Routledge, 1996) の全面的な再編・改訂版と謳われている。

前作同様英語の歴史を過去に完了したものではなく現在もさまざ

まな地域・社会、ネットワーク、個人において進行している変化だ

と捉え、写真やイラスト、図表をふんだんに取り入れ、英語史およ
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び現代英語の諸相の一大絵巻となっているが、前作から削除された

記述内容や資料が非常に多いため、前作とは独立した文献として併

用するべきだろう。 
 
Lerer, Seth. 2007. Inventing English: A Portable History of the 
Language. New York: Columbia UP. viii + 305 pp. 

 伝統的な意味での英語史ではなく“episodic epic” (p. 2) であると

著者がいう本書は、「英語の歴史は創作 (invention) の歴史である」

という信条の下に、Caedmon’s Hymn から Chaucer, Shakespeare, 
Samuel Johnsonを経てMark Twain, Eminemのラップに至るまでの文

献をベースにして、書き言葉・話し言葉の新しい表現方法の誕生の

歴史を 19 章に分けて辿っている。初学者にはやや専門的と思われ

る記述も含まれるが、本書を通読すれば、言語とその使用者との

“encounters” (p. 2) の歴史のダイナミズムを感じることができるだ

ろう。 
 
5. 近刊書 

Harper, M. J. Secret History of the English Language. Hoboken: 
Melville House Publishing. 

 amazon などの書籍販売サイトに掲載されている紹介文から判断

する限りでは、前述の Harper (2006) の特に英語史に関する記述内

容を膨らませた、前作同様非常に娯楽性の高い読み物のようである。 
 
Matto, Michael and Haruko Momma, eds. Companion to the History 
of the English Language. Oxford: Blackwell. 

 現時点で分かっている本書の中身の一部は以下のとおりである。

Robert Bayley, “Latino Varieties of English”; David L. Hoover, “Style 
and Stylistics”; John N. King, “Early Modern Print Culture”; Lucia 
Kornexl, “Topics in Old English Dialects”; Robert McColl Millar, 
“History of Morphology”; Lynda Mugglestone, “The Rise of Received 
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Pronunciation”; Pam Peters, “Australian and New Zealand English”; 
Geoffrey Richard Russom, “History of English Prosody”; Robert Stein, 
“Multilingualisms in Medieval England”; Justine Tally, “Toni Morrison: 
The Struggle for the Word” 
 
McIntyre, Dan. History of English: A Resource Book for Students. 
London: Routledge. 

 本書は Routledge English Language Introductions シリーズの 1 冊で

あり、既刊の書籍と同様、前提知識を持たない学生を想定した教科

書だと思われる。著者は英語史よりも文体論・認知言語学・コーパ

ス言語学での業績で知られる若手の研究者である。 
 


